
（
変
更
等
の
届
出
）

（
変
更
等
の
届
出
）

第
二
百
二
十
条

法
第
二
百
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
届
出
書
を
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
百
二
十
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

三

当
該
届
出
が
第
三
項
に
規
定
す
る
不
祥
事
件
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合

当
該
不
祥
事
件
の
概
要
そ
の
他

の
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

３

法
第
二
百
九
十
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
き
は
、
不
祥
事
件
が
発
生
し
た
こ
と

を
知
っ
た
と
き
と
し
、
同
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
当
該
保
険
仲
立
人
と
す
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

４

前
項
に
規
定
す
る
不
祥
事
件
と
は
、
保
険
仲
立
人
で
あ
る
個
人
又
は
保
険
仲
立
人
で
あ
る
法
人
の
役
員
若
し

く
は
使
用
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
を
行
っ
た
こ
と
を
い
う
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

一

保
険
仲
立
人
の
業
務
を
遂
行
す
る
に
際
し
て
の
詐
欺
、
横
領
、
背
任
そ
の
他
の
犯
罪
行
為

二

出
資
の
受
入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
り
に
関
す
る
法
律
に
違
反
す
る
行
為

三

法
第
二
百
九
十
四
条
第
一
項
、
第
二
百
九
十
四
条
の
二
若
し
く
は
第
三
百
条
第
一
項
の
規
定
、
法
第
三
百

条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
八
条
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
若
し
く
は
第
九
号
若

し
く
は
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
若
し
く
は
第
二
百
三
十
四
条
の
二
十
一
の
二
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す

る
行
為
又
は
法
第
三
百
七
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
行
為

四

現
金
、
手
形
、
小
切
手
又
は
有
価
証
券
そ
の
他
有
価
物
の
紛
失
の
う
ち
、
保
険
仲
立
人
の
業
務
の
特
性
、

規
模
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
当
該
業
務
の
管
理
上
重
大
な
紛
失
と
認
め
ら
れ
る
も
の

五

海
外
で
発
生
し
た
前
各
号
に
掲
げ
る
行
為
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
、
発
生
地
の
監
督
当
局
に
報
告
し

た
も
の

六

そ
の
他
保
険
仲
立
人
の
業
務
の
健
全
か
つ
適
切
な
運
営
に
支
障
を
来
す
行
為
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
行

為
で
あ
っ
て
前
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
準
ず
る
も
の

（
社
内
規
則
等
）

（
社
内
規
則
等
）

第
二
百
二
十
七
条
の
七

保
険
募
集
人
又
は
保
険
仲
立
人
は
、
保
険
募
集
の
業
務
を
営
む
場
合
に
お
い
て
は
、
当

該
業
務
の
内
容
及
び
方
法
に
応
じ
、
顧
客
の
知
識
、
経
験
、
財
産
の
状
況
及
び
取
引
を
行
う
目
的
を
踏
ま
え
た

重
要
な
事
項
の
顧
客
へ
の
説
明
そ
の
他
の
健
全
か
つ
適
切
な
業
務
の
運
営
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
（
書
面
の

交
付
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
る
商
品
又
は
取
引
の
内
容
及
び
リ
ス
ク
の
説
明
並
び
に
顧
客
の
意
向
の
適
切

な
把
握
並
び
に
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
含
む
。）に
関
す
る
社
内
規
則
等
（
社
内
規
則
そ
の
他
こ
れ
に

準
ず
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
定
め
る
と
と
も
に
、
従
業
員
に
対
す
る
研
修
そ
の
他

の
当
該
社
内
規
則
等
に
基
づ
い
て
業
務
が
運
営
さ
れ
る
た
め
の
十
分
な
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
百
二
十
七
条
の
七

保
険
募
集
人
又
は
保
険
仲
立
人
は
、
保
険
募
集
の
業
務
（
法
第
二
百
九
十
四
条
の
三
第

一
項
に
規
定
す
る
保
険
募
集
の
業
務
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）を
営
む
場
合
に
お
い
て
は
、
当

該
業
務
の
内
容
及
び
方
法
に
応
じ
、
顧
客
の
知
識
、
経
験
、
財
産
の
状
況
及
び
取
引
を
行
う
目
的
を
踏
ま
え
た

重
要
な
事
項
の
顧
客
へ
の
説
明
そ
の
他
の
健
全
か
つ
適
切
な
業
務
の
運
営
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
（
書
面
の

交
付
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
る
商
品
又
は
取
引
の
内
容
及
び
リ
ス
ク
の
説
明
並
び
に
顧
客
の
意
向
の
適
切

な
把
握
並
び
に
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
含
む
。）に
関
す
る
社
内
規
則
等
（
社
内
規
則
そ
の
他
こ
れ
に

準
ず
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
定
め
る
と
と
も
に
、
従
業
員
に
対
す
る
研
修
そ
の
他

の
当
該
社
内
規
則
等
に
基
づ
い
て
業
務
が
運
営
さ
れ
る
た
め
の
十
分
な
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
大
規
模
乗
合
損
害
保
険
代
理
店
の
要
件
）

第
二
百
二
十
七
条
の
十
六

法
第
二
百
九
十
四
条
の
四
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
は
、
二
十
億
円
（
第

三
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
億
円
）
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

２

法
第
二
百
九
十
四
条
の
四
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

こ
と
と
す
る
。

一

当
該
損
害
保
険
代
理
店
が
生
命
保
険
募
集
人
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業

年
度
（
次
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
判
定
事
業
年
度
」
と
い
う
。）に
お
け
る
二
以
上
の
所
属
損
害
保
険
会
社

等
か
ら
保
険
募
集
の
業
務
に
関
し
て
受
領
し
た
手
数
料
、
報
酬
そ
の
他
の
対
価
（
同
号
に
お
い
て
「
手
数
料

等
」
と
い
う
。）の
額
が
前
項
に
規
定
す
る
額
以
上
で
あ
る
こ
と
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 
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